の 地位に あると いうべき で、 聞く ところに よれば、 糧 

食 は 既に やや 不足 を 来たして いると いうので ある。 時 

あたかも 季節の 終わりで、 長い 夜が 再び あらわれ 始め 

フォア - I ド 

て 来た。 けさ、 前 檣 下 桁の 真上に またまた 星 を 見た。 

これ は 五月の 初め 以来 最初の ことで ある。 

いちじ 

船員ち ゆうに は 著 るし く 不満の 色が みなぎ つてい 

る。 かれらの 多く は鯡 の漁獵 期に 間に合う ように 帰 

国したい と、 しきりに 望んで いるので ある。 この 漁獵 

期に は、 スコットランドの 海岸 地方で は、 労働 賃金が 

高率 を 唱える を 例と する。 しかし、 かれら は その 不満 

ようぼう けんまく 

をた だ 不機嫌な 容貌と、 恐ろしい 見 幕と で 表わす ばか 



た。 

午後 九 時、 私 はとうとう クレ— グ 船長に 打ち明けた。 

その 結果 はとうて い 満足に は ゆかなかった が、 船長 は 

私の 言わん とした こと を、 非常に 静かに、 かつ 熱心に 

聴いて くれた。 わたしが 語り 終わる と、 彼 は 私が しば 

しば 目撃した、 かの 鉄の ような 決断の 色 を 顔に 浮かべ 

て、 数 分 間 は 狭い 船室 を あちら こちち と 足早に 歩き ま 

わった。 最初 わたし は 彼 を ほんとうに 怒らせた かと 

思った が、 彼 は怒リ をお さえて 再び 腰をおろして、 ほ 

とん ど * 従に 近い 様子で わたしの 腕 をと つた。 その 

狂暴な 黒い 眼 は 著る しく 私 を 驚かした が、 その 眼のう 



「わし も 男 だ。 二十 二 秒 間に 二十 二 頭の 鯨！ しかも 

ひげ 

鬚の 十 フィ— ト 以上 も ある 大きい 奴 をな！ (捕鯨 者 仲 

間で は 鯨 を 体の 長さで 計らず、 その 鬚の 長さで 計る の 

である) 

さて、 ドクトル。 君 はわし とわし の 運命との あいだ 

に 多寡が 氷ぐ らいの 邪魔物が あるから といって、 わし 

が この 国 を 去られる と 思う かね。 もし、 あしたに も 北 

風が 吹こう ものなら、 われわれ は 獲物 を 満載して 結氷 

前に 帰る の だ。 が、 南風が 吹いたら …… そうさ、 船員 

は みんな 命 を 賭けなければ ならん と 思うよ。 もっとも、 

そんな こと は、 わしに はたい した ことで もない の だ。 



に、 クロ ラルと 臭素 カリ を少々 服 ませて やった。 わた 

しが 彼に むかって、 おとといの 晚、 君 は 特別の 望遠鏡 

を 持って いたの だな と 冷やか してやる と、 奴さんす つ 

かり 憤慨して いたよう であった。 そこで、 わたし は 彼 

をな だめる つもりで、 出来るだけ まじめな 顔 をして、 

彼の 話す ところ を 聴いて やらなければ ならなかった。 

とく 

彼 は その 話 を まっこうから 事実と して、 得と くと して 

物語った のであった。 

彼の 曰く —— 

とうちょく 

「僕 は 夜半 直の 四 点 時鐘 ごろ (当直 時間 は 四時 間ず 

つに して、 ベル は 三十 分 毎に 一 つず つ 増加して 打つ の 



である。 よって これ は 四 点 なれば あたかも 中 時間で あ 

る) 船橋に いた。 夜 はま さに 真の闇であった。 空に は 

何 か 月の 欠けで もあった らしい が、 雲が これ を 吹き か 

すめて、 遙 かの 船から ははつ きりと 見る ことが 出来な 

かった。 あたかも その 時、 魚铦 発射 手の ムレ アドが 船 

首から 船尾へ やって来て、 右舷 船首に あたって 奇妙な 

声が すると 報告した。 僕 は 前 甲板へ 行って、 彼と 二人 

で 耳 を そろえて その 声 をき くと、 ある 時 は 泣き叫ぶ 子 

供の ように、 また ある 時 は 心 傷める 小娘の ように も 聞 

こえる。 僕 はこの 地方に 十七 年 も 来て いたが、 いまだ 

かって 海豹が 老幼に かかわらず、 そんな 鳴き声 をす る 



朋輩 を 持たず、 たれ 一人と して その 生い立ち を 知って 

いる 者 もない。 船長と して 彼の地 位 は、 まったく 海員 

としての 彼の 手腕と、 その 勇気 や 沈着な どに 対する 名 

声と によって いるので ある。 そうして、 その 名声 も 彼 

が 個個の 指揮権 を 托される 前に、 すでに 運転士と して 

の 技倆に よって 獲得した のであった。 彼 は スコット ラ 

ンド 人で はなく、 その スコットランド 風の 名 は 仮名で 

あると いうの が、 みんなの 一致した 意見の ようで ある _ 

ミルン 氏 はまた こう 考えて いる 船長と いう 職 は 

彼が みずから 選み 得るな かで 最も 危険な 職業で あると 

いう 理由に よって、 単に 捕鯨に 身 を ゆだねて 来たので 



という ミ ルンの 推測が 、 果たして 真実な り や 否やと い 

うこと は、 私に も 断言 出来ない が、 いずれに もせよ、 

これ は 確かに 不思議なる 暗合と いわなければ ならな 

かった。 

風 は 東寄りの 方向に 吹き まわして はいるが、 依然 ほ 

んの 微風で ある。 思う に、 氷 はきのう よりも 密な るべ 

し。 見渡す かぎり 白 皚皚、 まれに 見る 氷の 裂け目 か、 

氷 丘の 黒い 影の ほかに は、 一 点の さえぎる ものな き 一 

大 氷原で ある。 遙か 南方に 碧い 海の 狭い 通路が みえる。 

それが われわれの 逃がれ 出る ことの 出来る # 一 の 道で 

ひごと 

あるが、 それさえ 日毎に 結氷しつつ あるので ある。 



午後 七 時 三十 分。 熟慮の 結果、 ようやくに 得た る 私 

の 意見 は、 われわれ は 狂人に 支配され ている という こ 

とで ある。 この 以外の もので は、 クレ ー グ 船長の 非常 

むらき 

な 斑気 を 説明す る こと は 不可能で ある。 わたしが この 

航海日誌 を 付けて きたの はまこと に 幸いで ある。 われ 

われが 彼 を どんな 種類の 監禁の もとに 置く にしても I 

I この 手段 は 最後の ものと して、 私 は 承認す るの みで 

あるが —— われわれの 行為 を 正当なる ものと 証拠 だて 

る 場合に は、 この 日誌が どれほど 役に立 つ ことになる 

かもしれ ないから である。 まったく 不思議な ことで は 

あるが、 精神 錯乱 を 暗示した の は 船長 自身であって、 



彼 はこの 最後の 一句 を、 鬱結 せる 苦痛の つぶやき を 

もって 発した ので ある。 

これ はお そらく 永久に わたしの 記憶から 消え去る こ 

と はないで あろう。 彼は緦 梯子に 取りす がって、 舷檣 

の 頂きに 登ろうと 努めた。 それ は あたかも 去り ゆく も 

のの 最後の 1 瞥を 得ん と 望 むかのよ うに —— 

しかし、 彼の 力 は 足らず、 集会 室の 明かり 窓に よろ 

しさ よ 

めき 退って 来て、 そこに 彼 は あえぎ 疲れて 倚り かかつ 

てし まった。 その 顔色 は 蒼白と なった ので、 私 はきつ 

と 彼が 意識 を 失う ものと 思って、 時 を 移さずに 彼 を 

伴って 明かり 窓 を 降りて、 船室の ソファの 上に その か 



V ます」 

「え、 国へ 帰れ …… 」 と、 彼 は その 顔に 嘲笑の 色 を 浮 

かべて 言った。 「国へ 帰る というの はわし のた めで、 

静かな 生活 を 送る というの は 君 自身の ためで はない か 

ね、 君。 フロラ …… 可愛い フロラと 一緒に 暮らす さね- 

ところで、 君、 悪夢 は 発狂の 徴候 かね」 

「そんな こと もあります」 

「何 かその ほかに 徴候 はない かね。 一 番 最初の 徴候 は 

何 かね」 

めまい 

「頭痛、 耳鳴り、 眩暈、 幻想 …… まあ、 そんな もので 

す」 



が 多く 見られる のであった。 

今夜の 風 は 南に むかって 吹き 廻って いる。 ねがわく 

ば、 われわれが 唯.！ の 安全 航路で あると ころの、 あの 

狭い 通路が 遮断され ないように II 。 大 北極の 氷 群、 

すなわち 捕鯨 者の いわゆる 「関所」 の はしに 位して は 

いるが、 どんな 風で も 北 さえ 吹けば、 われわれの 周囲 

の 氷 を 粉砕して、 われわれ を 助けて くれる ことになる _ 

南の 風 は 解け かかった 氷 をみ なわれ われのう しろへ 吹 

きょせ て、 二つの 氷山の 間へ われわれ を 挾む ので ある _ 

どうぞ 助かる ようにと、 私 はか さねて 言う。 



和で 不釣合いに 響く ので ある。 ただ 訪れた もの は 一 匹 

ァ ー ク チック . フォックス 

の 北極 狐 のみで、 これ も 陸上で は 極めて ぁリふ 

れ たもので あるが、 氷 群の 上に はまれで ある。 しかし 

その 狐 も 船に 近づかず、 遠くから 探る ような 様子 をし 

すみ や 

たのち に、 氷 を 超えて 速 かに 逃げ去って しまった。 

これ は 不思議な 行動と いうべき で、 北極の 狐 は 一 般に 

せんさく 

人間 を まったく 知らず、 また 穿 索 好きの 性質で あるの 

で、 容易に 捕えられる ほど 非常に 慣れ 近づく もので あ 

るからで ある。 信ぜられない ことのよう であるが、 こ 

ささ い 

の 際 こんな 些細な 事件 でさえ も、 船員ら に は 悪影響 を 

及ぼした のであった。 



に は、 ほとんど 何の 装飾 もない。 それらの 多く は 油絵 

まがいの 安つ ぼい 石版画で あるが、 ただ 一 つ わたしの 

注意 を ひいた の は、 若い 婦人の 顔の 水彩画であった。 

それ は 明らかに 肖像画であって、 舟 乗りな どが 特に 

心を惹 かれる ような、 想像 的 タイプの 美人で はな か つ 

た。 どんな 画家で も、 こんな 性格と 弱さと が 妙に 混淆 

したと ころの もの を、 その 内面的から 描き出す こと は、 

まつげ 

なかなか むずかしい ことであった ろう。 睫毛の 垂れた 

不活発 そうな 物憂い 眼と、 そうして 思案に も 心配に も 

容易に 動かされな いような、 広い 平らな 顔と は、 綺麗 

ち 一 1 

に 切れて 浮き出した 顎 や、 きっと 引き締まった 下唇と、 



強い 対照 をな していた。 肖像画の 一方の 下 隅に、 「ェ 

ム\ピー、 年 十九」 と 書かれて いた。 わずか 十九 年の 

短い 生涯に、 彼女の 顔に 刻まれた ような 強い 意志の 力 

を あらわし 得る と は、 その 時 わたしに は ほとんど 信じ 

られ なかった。 彼女 は 定めて 非凡な 婦人で あつたに 相 

違な く、 その 容貌 はわた しに 非常な 魅力 を あたえた。 

私 は 単に ちらりと 見た だけで あつたが、 もし わたしが 

製図家であるなら ば、 この 日記に 彼女の 容貌の あら ゆ 

る 点 を 描き出す ことが き つ と 出来る であろう。 

彼女 はわが 船長の 生涯に おいて、 いかなる 役割り を 

演じた のであろう か。 始長 はこの 絵 を その 寝床の はし 



午後 十一 時 二十 分。 船長 は 長い あいだ 雑談に 花 を 咲 

かせた 後、 たった今 寝床に ついた。 彼が 気の 向いて い 

ると き は、 実に 惚れ ぼれ する ようない い 相手で ある。 

非常に 博識で、 しかも 独断 的に 見 ゆる ことなしに、 強 

く 自己の 意見 を 表示す る 力 を 持って いる。 それ を 思う 

と、 わたし は 自分の 頭の よく 働かない のが 忌になる。 

彼 は 霊魂の 性質に ついて 話した。 そうして、 アリス 

ト テレス ゃプ ラトンの 説 をよ く 消化して、 問題のう ち 

に 点 出した。 彼 は 輪廻 を 学び、 ピタゴ ラス (紀元前の 

ギリシャの 哲学者) の 説 を 信ずる ものの ようで ある。 

それら を 論じて いるう ちに、 われわれ は 降神術の 問題 



に 触れた。 私 は スレ— ドの 詐欺に 対して、 ふざけた 

^喩 をした ところ、 彼 は 有罪と 無罪と を 混同 しないよ 

うにと、 はなはだ 熱心に わたしに 向か つ て 警告した。 

そうして、 キリスト教と 邪教と を ひとしく 心に 刻す る 

の は 正しい 議論で ある、 なぜ なれば、 キリスト教 を詐 

わるもの 

リ よそおった ュダは 悪漢で あつたと 彼 は 論じた。 それ 

やす 

から 間もなく、 彼 はお 寝み と 言って、 自分の 部屋へ 退 

いて 行った。 

風 は 新たに なり、 確かに 北から 吹いて いる。 夜は英 

国の 夜の ごとくに 暗い。 あす は、 この 氷の 桎梏からの 

がれ 得る こと を 祈る。 



する、 われと 我が 鼓膜に 気がつく ので ある。 

こんな 心持ちで、 わたし は舷 檣に ひとり 倚り かかつ 

ている と、 ほとんど 私の すぐ 下の 氷から、 夜の 静寂の 

空気 を 破って、 鋭い 尖った 叫び声が ひびいて きた。 

最初 は あたかも 楽劇の 首 歌妓も 及ばぬ ような^ I い 音 

調で、 それが だんだんに 調子 を 上げて、 ついに その 頂 

点 は 苦痛の 長い 号泣と 変わって しまった。 これ は 死者 

の 最期の 絶叫であった かもしれ ない。 この ものすごい 

絶叫 は、 今 もな お 私の 耳に ひびいて いる。 悲哀 —— い 

うにい われぬ 悲哀が そのうちに 表わされて いるかの よ 

うで、 また 非常な 熱望と、 それ を つらぬいて 時 どきに 



狂喜の 乱調と が 伴って いた。 それ は 私の すぐそばから 

くらやみ 

叫び 出した ので あるが、 わたしが 暗闇のう ち を じっと 

見つめた 時には、 何も 見分ける こと は 出来なかった。 

私 はや やしば らく 待つ ていたが、 再び その 音 を 聞く こ 

とがなかった ので、 そのままに 降りて 来た。 実に わた 

し は、 わが 全生涯 中に かって 覚えない 戦慄 を 感じな が 

ら —— o 

明か リ取 りのある ところ を 降りて 来る と、 見張り番 

交代に 昇つ て 来る ミルン 氏に 逢った。 

「さて、 ドクトル」 と、 彼 は 言った。 「おそらく それ は 

かなき 

馬鹿な 話だろう よ。 君 は あの 金切り声 を 聞かなかった 



といわれて いるが、 幸いに その 動作 はに ぶく 不器用な 

ので、 氷の 上で かれら を 襲っても ほとんど 危険と いう 

ものがない。 

船長 は y J れが 苦労 の 仕納め だ と は 全然 思 つてい ない 

ようであった。 他の 船員ら はみ な 奇蹟 的 脱出 をな し 得 

たと 考えて、 もはや 広い 大海へ 出る の は 確実で あると 

思って いるのに、 なにゆえに 船長 は 事態 を 悲観的に の 

み 見て いるの か、 わたしに はとうて い 測り 知られない 

ことで ある。 

「ドクトル。 察する に、 君 はもう 大丈夫 だと 思って い 

るね」 と、 夕食の 後、 一緒にい る 時に^ 長 は 言った。 



ので ある こと を 必ず 承知しても らいたい。 わたしの 推 

量 は —— それ は 単に 私自身の 推量で あるに 相違ない が、 

その 事実に 対して 私 はあくまで も 責任 を 持つ ので ある。 

前述の 会話の 後、 船長 はまった く 元気であった。 し 

かし、 しばしば その 姿勢 を 変えたり、 彼の 癖の 舞踏病 

的な 方法で その 手足 を 動かした りして、 神経質 そうに 

f 可い らして いるよう に 見えた。 彼 は 十五 分 間に 七た び 

も 甲板への ぼって 行った。 そうして、 二、 三 歩 も 大股 

に 急ぎ足で 甲板 を 歩いた かと 思う と、 また 直ぐに 降り 

て 来る。 わたし は その都度 について 行った。 彼の 顔の 

上に、 なんとなく 不安な 影が ただよつ ている のが 見え 



よって、 私 は それ を 鷹 だと 思った。 氷原の 南端 は 狭い 

みさき 

岬 のように、 その 尖端が 細 まって 海中に 突出して いる。 

この 岬の 麓へ 来た 時に、 一行 は 足 を 停めて しまった。 

しかし 私 はいかなる 機会 を も おろそかに しなかった と 

いう 満足 を 得たかった ので、 岬の 行き止まりまで 探し 

て 見る ようにと、 みんなに 頼んだ。 

百^ -— ド ほど 行く か 行かぬ に、 ピ ー タ ー ヘッドの ム 

ドナ ルドが、 われわれの 前方に 何 か 見える と 叫んで 走 

リ 出した。 われわれ もまた、 ちらりと それ を 見て 走り 

出した。 最初 は それが 白い 氷に 対して、 ぼんやりと 黒 

く 見えた だけで あつたが、 近づく につれ て それ は 人の 



り、 屍 の 上に かがんで これに 接吻し、 それから 氷山 

を 横ぎ つて 急いで 飛び 去った ように 見えた と 言う の で 

あった。 

わたし は 何事に よらず、 それが どんなに 奇妙に 思わ 

れて も、 ひとの 意見 をけ つして 嘲笑し ないよう にこれ 

まで 仕馴れて きた。 たしかに、 ニコラス. クレ ー グ船 

長 は 悼まし い 死 を 遂げた ので はな か つ たものと 思う。 

彼の 青く 押し付け たような 顔に は、 輝かしい 微笑 を 含 

んで いる。 そうして、 死の あなたに 横たわる 暗い 世界 

へ 彼 を 招いた 不思議の 訪問者 を とらえる かの ように、 

彼 はなお 両手 を 突き出して いるので ある。 



さい 斑点と なって、 それさえ もやが て 見え なくなって 

しまった。 秘密 や、 悲哀 や、 神秘 や、 あらゆる もの を 

彼の 胸に ふかく 秘めて、 復活の 日まで 彼 は そこに 横た 

わって いるので あろう。 その 復活の 日に は、 海 は その 

死者 を 放ち、 わが ニコラス. クレ— グは 笑み をた たえ 

かの 硬ば つた 腕 を 突き出して 挨拶しながら、 氷の 間 か 

ら 現われて 来る であろう。 彼の 運命が この 世に おける 

より は、 あの世に おいてい つそう 幸福な らんこと を、 

わたし は 切に 祈る ものである。 

私 はもう この 日記 を やめに しょう。 われわれの 帰路 

は 平穏無事 であり、 大 氷原 もやが て は 単に 過去の 思い 



が —— これ は 船長の 寝床の はしに かけられ ていたと 

言った が —— ナイフの ような もので その 枠から 切り取 

られ て、 ゆくえ 知れずに なって いた。 これ を 不思議な 

証跡の 連鎖と なるべき 最後の ものと して、 私 は 「北極 

星 号」 のこの 航海日誌の 筆を擱 く。 

(附記) —— 父の マリス タ ー レ— 医師の 注。 —— わ 

たし は 自分の 枠の 航海日誌に 書かれて いる、 北極 

星 号の 船長の 死に 関する 不思議な 出来事 を 通読した。 

すべての 事が まさに 記述の ごとくに 起こった という 

こと は、 私の 十分に B ずると ころで あり、 また 実際、 



最も 正確な ことで ある。 というの は、 彼 は 真実 を 語 

る ことに は 最も 慎重な 注意 を 払う ものである こと を 

知っている。 かつまた、 この 物語 は 一 見 非常に 

あいまいもこ 

曖昧 糢糊 としてい ると ころから、 私 は 長い間 その 出 

版に 反対して いたので あるが、 二、 三日 前、 この 問 

題に ついて 独立 的な 確実の 証拠 を 握った ので、 それ 

によ つ て 新ら しい 光明が あたえられる ことと なつた- 

わたし は 英国 医学 協会の 会合に 出席す るた めに、 

ェ ジ ンバ ラへ 行った， J とが ある。 そこで ドクトル P 

氏に 出逢った。 氏 は 古い 大学の 同窓生で、 今 はデボ 

ンシャ —の サル タッシに 開業して いるので ある。 悴 
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